
上段の引出しには軽いもの
下段に重いものを収納してください。

2

支柱のうえ、したの文字を確認してから取り付ける。 天板と棚板の向きを揃える。

［A］支柱×16 ［C］天板×１

［H］背面パネル×４

［I］前面パネル×４ ［J］取っ手×４ ［K］ボタン×８ ［L］引出し×４

［G］滑り止め×１［E］脚A×２ ［F］脚B×２

［D］側面パネル×8［B］棚板×４

セット内容 ※組み立てる前に各部品の向きを確認してください

1 1［B］棚板にカチッと音がするまで［A］支柱をはめ込み、
同じものを４セット作る。

［A］支柱

［B］棚板

［C］天板

組立方法
　　でできた４セットと［C］天板を組み立てる。

うえ

した

●本体や床にキズが付かないように、必ず毛布やカーペット
　などで床面をカバーして組み立ててください。
●手指を挟まないように注意してください。また、ケガをしな
　いよう軍手などを着用して組み立ててください。
●組み立ての際は、お子様に注意し広く平らな場所で作業し
　てください。
●組立手順をよく読んでから組み立ててください。

●必ず耐荷重の範囲内で使用してください。
　（天板・引出しには均等に荷重がかかるようにしてください。）
●天板に家電製品などの落下すると危険な物は絶対に置かないでください。
●天板に濡れた物や、熱いものを置かないでください。
●移動する際は、天板を持たないでください。また、天板の上の物は全て下ろし、引出し内の物を全て取り出してから行ってください。
　製品を引きずると床にキズが付く恐れがあるのでご注意ください。
●火のそばに置かないでください。
●収納以外の用途で使用しないでください。
●水平で安定した場所で使用してください。
●直射日光のあたる場所や、高温多湿になる場所に置かないでください。変形・変色・カビなどが発生することがあります。
●お子様が本製品で遊ばないよう、十分に注意してください。思わぬ事故につながる恐れがあります。
●廃棄の際は、お住まいの自治体の取り決めに基づいた処理を行ってください。

●乾いた柔らかい布で拭いてください。
●汚れがひどい場合は、中性洗剤を染み込ませた布で拭き
　取った後、水に浸してよく絞った布で洗剤を拭き取ります。
　最後に、乾いた柔らかい布で拭いてください。
●アルコール・ベンジン・磨き粉などは使用しないでください。
　またシンナー等は色落ちの原因となりますので使用しない
　でください。
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［D］側面パネル(内側)
突起があるほうを下にし
支柱の穴に差し込む。

［H］背面パネル（内側）
　

4

3

5 8

7

　 で組み立てた物を逆さにし、［E］脚A、［F］脚Bを取り付け［G］滑り止めを付ける。2

3

［H］背面パネル上部のツメを［B］棚板または［C］天板にはめ込んでから、下部のツメを[B]棚板の穴にはめ込む。
４枚全て取り付ける。

［G］滑り止めを［E］脚A、［F］脚B
の裏面凹みに貼り付ける。

［G］滑り止め

各段に引出しを取り付ける。

下部のツメをはめ込む際は［H］背面パネルを軽い力で押し込む。

［J］取っ手

［I］前面パネル

［I］前面パネル
ツメ

［K］ボタン

［L］引出し

6 ［I］前面パネルに［J］取っ手を強めに押してはめ込んでから、［K］ボタンをカチッと音がするまで押し込む。

［I］前面パネル下のツメを［L］引出しの凹部分にはめ込み、［I］前面パネルの上部を軽く押し引出しを完成させる。

［E］脚A

［F］脚B

底面

完成図

棚板のまえの文字の確認。脚A、脚Bの刻印を確認する。

背面パネル内側にあるうえ、したの文字を確認してからはめこむ。 

支柱内側にあるロック部分を手前に
引き、天板・ 棚板を上に引き抜く。

天板・棚板からの支柱取り外し方

天板・棚板［D］側面パネル

［C］天板

［H］背面パネル

　 を逆さにして元の状態に戻してから［D］側面パネル内側の突起を［A］支柱の
穴にカチッと音が鳴るまで差し込む。８枚全て取り付ける。

うえ

した

軽く押す

軽く押す

ツメをはめ込む

前面パネルのうえ、したの文字と取っ手の上下を確実に確認してからはめる。

［J］取っ手［I］前面パネル

支柱のロック部分

うえ、したを確認してからはめる

ツメ

凹部

※［J］取っ手は一度はめ込むと取り外せないのでよく確認してからはめる。

カチッ

天

地


